
大学の大きな使命は「教育・研究を通して学生の成長を促し、社会で活躍
できる人材を輩出すること」です。その使命の全うには、教員と職員が互
いの立場を尊重し、ともに協力して大学運営にあたることが重要です。本
書では、長年私立大学の職員であった著者が、大学職員の立場から教職協
働がなぜ重要かを考察しています。
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教職協働が必要な「わけ」を理論的に解説
教職協働は質保証。手段であって目的ではない。
本書を読むと教職協働がなぜ必要か、その意義が
理解できる。

常に前進する大学を目指し
職員の立場から考える

吉川 倫子
ウニベルシタス研究所上席研究員

教職協働による大学改革のヒントがある
「一人ひとりの学生の幸せのために」が基本。
この「基本」を共有することが教職協働に繋がる。
そして、本書に書かれている教職協働による大学
改革の事例は必読である。

ウニベルシタス研究所
2019年5月設立。日本の大学を取り巻く、経済・政治・社会・文化・

技術等経営環境を調査検証しながら、研究成果を国内外に発信するこ

とを目的としている。大学の原点に戻り「教育の力」によって「新し

い価値の創造と発信」を目指す。

教職協働は多様性を活かすこと
大学は多様性の中でイノベーションを創出するこ
とが求められている。ダイバーシティ・マネジメ
ントの上手く回っている組織では自然と教職協働
も進む。
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